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勤
続
・
感
謝
表
彰
の
様
子

新成人を代表し、天野陽介さん
による謝辞

合唱の様子。いつになってもチームワークは健在！
今、何を頑張っているのか近況
をみんなでコメント。

ポ
イ
捨
て
を
な
く
し
、
美
し
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ル
を
守
る
あ
な
た
の
気
持
ち
が
環
境
を
守
り
ま
す
！

　

１
月
14
日

（祝）
、
あ
い
あ
い
ホ
ー

ル
で
平
成
20
年
成
人
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
川
越
町
で
、
今
年
成

人
を
迎
え
た
の
は
136
名
（
男
性
68

名
、
女
性
68
名
）
。
当
日
、
出
席

し
た
の
は
106
名
で
、
記
念
品
の
受

け
取
り
を
川
村
愛
美
さ
ん
、
謝
辞

を
天
野
陽
介
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
式
の
後
に
、
新

成
人
が
主
催
と
な
っ
て
、
川
越
中

学
校
時
の
ビ
デ
オ
の
上
映
や
そ
れ

ぞ
れ
の
近
況
を
コ
メ
ン
ト
し
、
最

後
に
合
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
生
を
対
象
に
第
11
回
川
越
町
の
花
「
水
仙
」

習
字
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
選
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
部
】

▽
町
長
賞　

内
藤
寿
美
恵
（
北
小
）

▽
町
議
会
議
長
賞　

中
西　

涼
汰
（
北
小
）

▽
入
選　

森
山
加
奈
子
（
北
小
）
、
川　

愛
里
菜
（
南
小
）

　
　
　
　

生
川　

綾
子
（
南
小
）
、
山
田　

愛
実
（
南
小
）

　
　
　
　

後
東
み
の
り
（
北
小
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
町
長
賞　

岩
月　

悠
花

▽
町
議
会
議
長
賞　

竹
内　

優
斗

▽
入
賞　

舘　

佳
奈
恵
、
伊
藤
あ
ず
さ
、
伊
藤　

瑞
希
、

　
　
　
　

舘　
　

智
子
、
早
川　

佳
奈

　

１
月
13
日

（日）
、
川
越
町
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、
「
平
成
20
年
川
越
町
・

朝
日
町
合
同
出
初
式
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
例
年
、
多
目
的
広
場
で
開

催
さ
れ
る
合
同
出
初
式
で
す
が
、
今

年
は
前
日
ま
で
の
雨
の
た
め
、
体
育

館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
澄
み

切
っ
た
空
気
の
中
、
川
越
・
朝
日
両

町
の
消
防
団
員
が
整
列
し
、
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
町
長
の
告
辞
の
後
、
勤
続
・

感
謝
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
消
防
団
員
の
み
な
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
川
越
町
長
表
彰
》　
　
　

（
敬
称
略
）

【
５
年
勤
続
表
彰
】

寺
本
憲
治
（
第
１
機
動
隊
）
、
小
川
博

也
（
第
２
分
団
）
、
内
田
充
則
（
第
３

分
団
）
、
山
家
喜
一
郎
（
第
４
分
団
）
、

伊
藤
浩
一
（
第
６
分
団
）
、
大
岡
義
明

（
第
８
分
団
）

【
１０
年
勤
続
表
彰
】

伊
東
和
俊
（
第
１
機
動
隊
）
、
寺
本
秀

孝
（
第
１
機
動
隊
）
、
寺
村
和
久
（
第

１
分
団
）
、
水
谷
喜
樹
（
第
２
分
団
）
、

水
谷　

男
（
第
７
分
団
）
、
舘　

健
二

（
第
８
分
団
）
、
木
村　

香
（
第
10
分

団
）
、
水
谷
照
之
（
第
10
分
団
）

【
１５
年
勤
続
表
彰
】

伊
井
昭
二
（
第
２
分
団
）
、　

山
雅
博

（
第
４
分
団
）
、
松
本
幸
治
（
第
９
分

団
）
、
水
越
勝
治
（
第
９
分
団
）

【
２０
年
勤
続
表
彰
】

牧
野
良
成
（
第
８
分
団
）

【
２５
年
勤
続
表
彰
】

水
越
幸
夫
（
団
長
）
、
寺
本
幹
雄
（
第

１
分
団
）

《
三
重
県
消
防
協
会
北
勢
支
会
長
表
彰
》

【
表
彰
徽
章
】

前
田
浩
司
（
第
１
分
団
）
、
戸
高
新
吾

（
第
１
分
団
）
、
眞
弓
和
也
（
第
３
分

団
）
、
小
椋
浩
司
（
第
３
分
団
）
、
平

田
慎
征
（
第
４
分
団
）
、
古
市
裕
克
（
第

５
分
団
）
、
山
下　

敦
（
第
５
分
団
）
、

水
越
智
久
（
第
５
分
団
）
、
関
口
祐
多

佳
（
第
10
分
団
）

【
功
労
表
彰
】

松
井
俊
樹
（
第
１
機
動
隊
）
、
木
村
主

理
（
第
10
分
団
）

《
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰
》

【
表
彰
徽
章
】  

寺
本
憲
治
（
第
１
機
動
隊
）
、
小
川
博

也
（
第
２
分
団
）
、
内
田
充
則
（
第
３

分
団
）
、
山
家
喜
一
郎
（
第
４
分
団
）
、

伊
藤
浩
一
（
第
６
分
団
）
、
大
岡
義
明

（
第
８
分
団
）

【
精
勤
章
】  

松
井
俊
樹
（
第
１
機
動
隊
）
、 

内
田
守

和
（
第
３
分
団
）

平
成
２０
年 

川
越
町
・
朝
日
町
合
同
出
初
式

入
賞
作
品
展
示
日
程

２
月
15
日
ま
で
…
川
越
電
力
館
テ
ラ
46

２
月
16
日
〜
３
月
15
日
…
教
育
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
展
示
ホ
ー
ル

作品は一つ一つが芸術作品のよう。

第
３３
回
川
越
町
駅
伝
大
会

揺
ぎ
無
い
強
さ
！

　
　

南
福
崎
9
連
覇

　

１
月
20
日

（日）
、
今
年
も
川
越
町
全
地
区
を
走
る
第
33
回
川

越
町
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

序
盤
は
、
各
区
間
ご
と
に
１
位
が
代
わ
る
波
乱
の
展
開
で
、

６
区
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
も
、
１
位
か
ら
３
位
ま
で
が
30
秒

以
内
と
な
る
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
盤
は
高
松
地
区
が
１
位
を
３
区
間
キ
ー
プ
し
、
優
勝
を

決
め
た
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
終
盤
に
豊
田
一
色
、
南
福

崎
が
追
い
上
げ
、
最
終
区
で
王
者
の
貫
禄
を
見
せ
た
南
福
崎

が
、
一
気
に
引
き
離
し
優
勝
し
ま
し
た
。

【
区
間
賞
】
（
敬
称
略
）
１
区　

片
山
康
二
朗
（
南
福
崎
）
、

２
区　

岩
月
悠
花
（
豊
田
）
、
３
区　

山
下
研
二
（
当
新
田
）
、

４
区　

早
川
杏
沙
（
高
松
）
、
５
区　

陣
田
愛
紗
美
（
豊
田
）
、

６
区　

海
江
元
則
保
（
南
福
崎
）
、
７
区　

中
尾
元
紀
（
豊

田
一
色
）
、
８
区　

山
下
恭
介
（
当
新
田
）
、
９
区　

中　

義
博
（
豊
田
一
色
）
、
10
区　

山
田
梨
央
（
当
新
田
）
、
11

区　

舘　

一
郎
（
南
福
崎
）

大会結果
優　勝　南福崎
準優勝　豊田一色
３　位　高松
４　位　豊田
５　位　天神
６　位　当新田
７　位　北福崎
８　位　亀崎　


